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秋の暮 銀座から浅草へゆく秋の暮 2019.11.10

長き夜を一人楽しむホ句作り

長き夜の細部に宿るもの親し

長き夜の細部に宿り給ふもの

2019.11. 2夜長

秋の夜の細部に宿り給ふもの 2019.11.10

秋深し深夜劇場雨降らす 2019.10. 8

秋深き深夜劇場雨降らす

秋深く深夜劇場雨降らす

2019.10.21

秋深く日の沈みゆく小松原

秋深く赤い夕日を沈ませて

2019.11. 8

秋深く赤い夕日の沈みゆく

秋深く夕日は赤く沈みゆく

2019.11. 9

秋深し

秋深く赤い夕日を滲ませて 2019.11.11

秋風の浅草へ行く銀座線

秋風の浅草を発つ銀座線

秋風の浅草を出て銀座線

秋風の浅草の地下銀座線

秋風の銀座を廻り浅草へ

秋風の浅草へ行く銀座かな

2019.11. 8秋風

銀座から浅草へゆく秋の風 2019.11. 9

砂浜に月の光と波の音

砂浜や月の光に誘はれ

砂浜や月の光に誘はれて

月

砂浜や月に戯る波の音

2019.11. 6

相撲 鉄砲に耐へる柱や相撲部屋 2019.11. 2

豊年やプリンの頭こげ茶色

豊年やプリンの頭焦茶色

2019.11. 2

豊年やプリンの垂れの焦茶色

豊年やプリンに掛かる焦茶色

豊年やプリンにカラメルソース垂る

豊年やプリンにカラメルソース垂れ

豊年やプリンのソース焦茶色

豊年やカラメルを待つプリンの頭

豊年やカラメルソース焦がしつつ

豊年やカラメルソース焦げ初むる

豊年

豊年やカラメルソース焦げそむる

2019.11.10

少しづつ天気良き日の冬支度

少しづつ天気よき日の冬支度

2019.11. 9冬支度

少しづつ天気良き間の冬支度 2019.11.10

狗尾草 狗尾草や稲にあらねど稲に似て 2019.10.31

薄紅葉 木の先の紅葉枝の先の薄紅葉 2019.11. 2

柿たわわ枝垂れてをればもぎやすき

柿たわわ枝垂るるをもぎ食ひにけり

柿たわわ枝垂るるままにもぎて食ひ

柿たわわ食べよとばかり枝垂れをる

喜んで柿はたわわに枝垂れたる

喜んで柿はたわわに枝垂れをる

喜んで柿はたわわに枝を垂れ

枝垂れたる柿のたわわをもぎにけり

枝垂れたる柿のたわわを一つもぐ

柿たわわ食へとばかりに枝を垂れ

2019.11. 6

柿たわわ一つどうぢやと枝を垂れ

柿の木の食へとばかりにたわわなり

柿の木の一つどうぢやと枝を垂れ

柿の木の食へとばかりに枝を垂れ

柿の木は食へとばかりに枝を垂れ

柿の木が食へとばかりに枝を垂れ

2019.11.10

柿の木がこの柿食へと枝を垂れ

柿の木がこの柿食へと枝垂れたり

柿

柿の木がこの柿食へと枝垂れけり

2019.11.11

柿の木の柿の名残の柿紅葉柿紅葉

柿の木に柿の名残の柿紅葉

2019.10.26

観光の光の中の紅葉かな 2019.11. 2

湯煙の夜空に消ゆる紅葉かな 2019.11. 4

湯煙の空に消えゆく夜の紅葉

湯煙の空に消えゆく紅葉かな

紅葉

湯煙の宙に消えゆく紅葉かな

2019.11.10

霜 湯煙の夜空に消えて朝の霜 2019.11.10


